
 

令和４年度 第９回吉川区地域協議会次第 

日時：令和 4年 10 月 20日（木）午後 6時 30 分 
場所：吉川コミュニティプラザ 大会議室 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会長あいさつ 

 

 

３ 報告事項 

⑴ 会長報告 

⑵ 委員報告 

⑶ 事務局報告 

 

４ 協議事項                        

⑴ 自主的審議事項 

   ・地域活性化の方向性について 

⑵ その他 

   ・「道の駅よしかわ杜氏の郷」「尾神岳」周辺の活性化について 

・視察研修について 

・各部会の活動（報告）等について 

 

５ 総合事務所からの諸連絡について 

   ・11/19 頸北地区地域協議会合同研修会について 

 

 

６ そ の 他 

・次回地域協議会の日程調整      月  日（ ）  時  分から                

                         吉川コミュニティプラザ 

 

 

７ 閉  会  

     

 



定型書式部分

構成要素 ○ 道の駅よしかわ周辺の活性化 ○ ○ ○ ○
○ 尾神岳周辺の活性化 ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
・ ○

○ ○
・ ○ ○

○
○ ○
・ ○ ○

○

・ ○

○
○ ○
・

○

○ 廃校校舎・体育館の有効利用
・

※赤色の文字…各委員から出された共通意見・共通ワード

耕作放棄地を活用して、吉川区の
「花」アジサイを栽培し、アジサ
イ園を造り観光名所にする。

空き家情報の積極的発信

耕作放棄地の有効活用

若者の定住促進
史跡・文化財を活用した企画の実施

主に大都市部へ発信・広報し、移
住希望者を募り、人口増へ繋げ
る。空き家を整備し、田舎体験への貸
し出し。

耕作放棄地を活用して、吉川区の
「木」であるウメを栽培し、実を
商品化する。ある程度広範囲で栽
培することで、春の開花時には観
光名所にもできる。

吉川の若い人が定住移住したくなる魅
力ある環境作りという個性をいかして
①自然が豊かでのびのび暮らせるよう
に②米野菜そば等自給自足が出来るよ
うに③極端に大きな災害がないように
④地域中で衣食住が完結できるように
します

① ② ③

道の駅よしかわ周辺の活性化

吉川の豊かな自然、山間地、人情とい
う個性をいかして人口1％の増加（毎
年）を目指し（人口1％取り戻し）ま
す

一人暮らしの増加で空き家を安値
で提供し移住者が入ってくる環境
作りを進める。

道の駅よしかわ周辺の活性化
尾神岳周辺の活性化

Iターン、Uターン者の受け入れ→
地域おこし協力隊との連携・協力
空き家の活用→新規移住者向けに
居住できないか、サロン等として

尾神岳周辺の活性化

子どもを育てやすい環境で子育て
支援の手厚い地域。若い世帯が住
みたくなるような魅力ある吉川。
独自の支援や安全安心に子育てで
きる地域の整備
いつでもどこでも声を掛け合い安
心して暮らせる笑顔あふれる地
域。独居や高齢者になっても困ら
ない。大雪が降っても安心な地域
吉川独自の酒文化、歴史、温泉、
観光場所が多くある。また、吉川
の名産品を全国にアピールし、そ
のイベントを増し、人の呼べる吉
川区を発信する。

④
吉川の歴史と自然環境という個性をい
かして郷土に誇りを持ち、人的交流を
はかります

道の駅よしかわ周辺の活性化
尾神岳周辺の活性化
区内の地名にまつわる歴史的価値

各委員からの吉川区の「地域活性化の方向性」提案状況（10月現在）

小中学生への地域愛教育
上杉謙信とゆかりの地の拡散
手厚い子育て支援（市全体で）

道の駅よしかわ周辺の活性化
尾神岳周辺の活性化
新しい要素は要らない。現在ある
資源を生かして新しい視点での長
期目標を設定し一歩一歩活性化を
進める。

素直な子どもたち
集落営農
庄屋の活用

⑤
吉川の自然豊かな里山と先人たちの偉
業（報尽碑、杜氏の郷）という個性を
いかして郷掘り起こしや情報発信を行
います

公民館分館を利用した地域活動
企業が増えて若い世代が就職でき
る環境の整備また安定して暮らせ
る笑顔あふれる地域作り

史跡・文化財の説明・案内資料、
民話集、方言集、昔の道具類を展
示して、歴史民俗資料館とする等

都市の大手スーパーをターゲット
にした、地元山菜や野菜・米等の
販売。

単に見学して廻るだけのものでは
なく、魅力ある企画を立案・実施
する。

（裏面あり→）
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定型書式部分

構成要素 ○ 道の駅よしかわ周辺の活性化 ○ 道の駅よしかわ周辺の活性化
○ 尾神岳周辺の活性化 ○ 尾神岳周辺の活性化

※赤色の文字…各委員から出された共通意見・共通ワード

⑦
吉川の自然という個性をいかして自然
の醍醐味を味わって地域への愛着を育
みます

⑥
吉川の自然と歴史という個性をいか
して暮らしやすい愛着のある地域づ
くりを推進します

（裏面あり→）



          ①視察先の選定(裏面参照)

          ②日時等の設定
　
　              〇平日・休日の別

　              〇地域協議会を合わせて開催するか（例年、昼間視察研修を行い、夕方協議会を行う）

　              〇日時の決定（11月、12月、1月）

令和4年度　吉川区地域協議会視察研修　検討事項

（裏面あり→）
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（R4.10.13.）

№ 視察希望先 所在等 施設等種別 視察内容等 備考

1 柏崎刈羽原子力発電所 柏崎市 原子力発電所 テロ対策、安全対策について

2 新潟県庁 新潟市 行政機関 県政の中心である庁舎の見学

3 良寛の里わしま 長岡市 道の駅

4 瀬替えの郷せんだ 十日町市 道の駅

5 星の清里協同組合 市内・清里区 （農業）団体

農家の高齢化による担い手不足解決のため、清里区にある7つの農
業法人などが立ち上げた団体。組合として社員を通年雇用し、組合
の加入事業者に派遣する形を取る（複数の現場をかけもつ）。
形式：説明と意見交換

事務局提案

6 中郷区まちづくり振興会 市内・中郷区 まちづくり振興会

地域行事等の企画段階から中学生を巻き込んで活動しており、それ
が人材育成のベースにもなっている。　また、各活動団体との協力や
連携体制がしっかりしている。
形式：説明と意見交換

事務局提案

※視察希望先のほかに下記の委員意見

道の駅の中でも地域センター型に分類される２施設を視察し、当地の
道の駅の再生・活性化の参考とする。休憩機能、情報発信機能、地
域の連携機能の観点から現地関係者と意見交換を希望

令和4年度　吉川区地域協議会視察研修先希望調査

協議している事項に即した内容の研修であるべきだと思う。
○若者の定住に向けた取り組みをしている地域または団体　　○地域の活性化に向け積極的な取り組みをしている地域または団体
○限界集落のくい止めに努力している地域または団体 　　○老若男女を巻き込んで画期的なイベントを行っている地域または団体等々



 

吉川区地域協議会委員と「道の駅よしかわ杜氏の郷」関係者との 

意見交換会 企画概要（案） 

 

■趣旨・目的 

 吉川区地域協議会では、現在、自主的に吉川の地域活性化の方向性を検討・

審議しています。 

話し合いの中で、今後の地域活性化の核と成り得るものとして、「道の駅

よしかわ杜氏の郷」と「尾神岳周辺」の２地域が上がり、全委員が賛同した

ところです。 

誘客を含む交流人口増はもとより、雇用創出や産業振興につながる取り

組みや方向性、あるいはそのヒントを探るため、現状や課題、解決・活性化

策などについて、関係する団体や市民と意見交換を行います。 

■意見交換を行う団体（参集者） 

「道の駅よしかわ杜氏の郷」関係者   ※「尾神岳周辺」については別途計画 

〇施設関係者 

  ・㈱よしかわ杜氏の郷  ・㈱ゆったりの郷  ・四季菜の郷利用組合 

  ・テナント（長屋）  ・セブンイレブン（㈱さわい） 

〇近隣町内会等（2 回目以降の参集） 

  ・長峰町内会  ・竹直町内会  ・吉川商工会 

〇市関係 

  ・吉川区総合事務所  ・柿崎区総合事務所（オブザーバ出席） 

・施設経営管理室（オブザーバ出席） 

■意見交換を行う内容 

 〇「道の駅よしかわ杜氏の郷」の現状と課題 

  ・各施設等の現状、課題 

 〇「道の駅よしかわ杜氏の郷」の活性化に向けて 

  ・課題に対する解決策 

  ・連携と協力体制 

■スケジュール 

 ・意見交換会実施日 …1回目：10 月（施設関係者と現状・課題について意見交換） 

 ・意見交換会実施日 …2回目以降随時 

 ・地域活性化の方向性への反映、意見書等 … 令和 5年 3月以降 

第 9回吉川区地域協議会

令和 4年 10月 20日     
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